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序

部 会 長 江 頭 靖 之

キノホルム部会は本協議会が46年度から部会制をとるKあたって新たK設けられた部会である。と

とに部会成立のいきさっと研究目標等を記し，あわぜてとれまでの研究進捗情況の概要を述べて序K

かえたい。

話がいささか遡るが，昭和44年の秋，本協議会が発足した当時スモンの原因KついてすでK感染説，

ビタミン欠乏ないし代謝障害説，各種の中毒説からアレノレギ一説まで各様の推測が公となわれていた。

それぞれκ大なり小なりの根拠があったが，スモン患者の発生情況．臨床症状や剖検所見までも説明

するKは具体的な証拠が不充分で，説得力K乏しかった。そのような折であったから協議会は，会員

を疫学，臨床，病原，病理という四つの方法論的専門分野K分け，まずスモンの原因究明への確実な

足掛りを求めるための研究組織をつくった。当時スモン患者発生K地域集積性があるととが強調され

たため、 ウイノレス，マイコプラスマを含む徴生物が原因として有力視された。一方症状の一つである

緑舌を執劫K追求したグループの着目がやがて実を結び，翌45年初夏Kは糞便や尿まで緑色tてするこ

とがあるとの緑色物質がキノホルムの鉄キレー ト 物であると同定された。との成果は別のグノレーフ·~

よって直ち陀スモン患者のキノホノレム剤服用調査へと進められた。その結果キ剤への疑が深まるとと

も（に早くも 9月上匂Kは厚生省Kよってキ剤使用見合せという行政措置がとられた。その後全国の

スモン患者を対象とした服用調査成績もキノホノレム原因説を支持する結果となったが，とれを否定す

るデータは少なかった。

とのようにして昭和46年度を迎えた。 具体的Kウイノレスやキノホノレムという原因因子が挙げられて

くると，それら因子の一つ一つを充分K検討するととが当然とられるべき方針でありそれK向って会

員の専門知識を集約的K動員することが要請された。なぜならばその解決は患者諸氏の不安の軽減や

治療対策と病気の予防方針決定のためK緊急かっ切実だからである。従って研究組織の中にも，端的

K徴生物とキノホノレムを標携した研究グループを作るととtてなった。同時K協議会は冒頭K述べた通

!J k 班制から部会制Kと発展的な編成替えをお、こない，徴生物部会 とキノホノレム部会とが，疫学 ・

保健社会，治療予後，病理の各部会とならんで編成された。

キノホノレム部会の発足Kあたって，先ずスモン患者の発生状況，臨床的事項，病理所見Kついての

特殊性を列挙し，とれらがキノホノレムKよって説明できるか否かを検討しそれぞれの項目について

調査，確認，検索等を要する問題点とその重要度とを整理した。その中Kは，外固にたけるキ剤使用

の実状を知る ζ と，感染説の有力な根拠となった病院の症例Kついてキ剤服用調査をする ζと，低発
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生地域の住民の服用情況についての諸調査なよびキ剤を服用してい左いスモン患者の精査が含まれて

いたが，ナでK疫学臨床関係の2部会が実働しているので，との方面の研究はすべて両部会K任せる

ととにした。

いきないキノホルム部会はそれ以外，言いかえると実験室的手段でなとなえる範囲で，キノホノレムと

スモンとの関係の有る無しをあきらかKするための研究を担当するとと Kなった。その結果として，

キノホノレム部会という名称からすれば，キノホルム関係の臨床 ・疫学等を含むべきであるKもかかわ

らず，内容的K全領域K及ばないととKなった。とれを多少とも補ったとすれば，協議会がとの年度

から各部会Kなける発表や討論の内容をその都度全員K速報するという方法をとったとと．年度末の

協議会総会十てないて綜合討論の時間を予定したとと，なよび臨床各科所属の会員のうち実験室的手段

Kよるデータを発表してきた方は当部会員Kj:,，願いしたζ とである。

以上のような事情から，協議会研究報告書の46年度のシリ ーズの編集K際しても，キノホルム服用

者K関する臨床（治療予後）疫学等のデータはすべてそれぞれの部会報告K収録され，本キノホノレム

部会報告には含まれていないととをとくにな断りしてなかねばなら左い。

目前の課題であるキノホノレムとスモンとの因果関係を実験室内の研究手段によって明らかKするた

めK次の 4重点研究目標をかかげた。 I）キノホノレムを経口投与するとと Kよって，実験動物K，で

きれば2種以上の動物Kスモン患者の定型的病変にできるだけ近い病変を起させるととが急がれた。

とれが確実KなればキノホルムKよる人体スモン研究K対して有力な基盤が得られ，それをモデルと

して各方面への進展が可能になる。 2）因果関係を明らかKする上で次K重要なのは投与されたキノ

ホノレム自身が神経系K達しそζK障害が起るまで滞留しているか否かの問題であり， 3）同時K体内

キノホノレムの定性的定量的の証明法が是非とも開発されなければ左らない。とれはスモン症例Vてなけ

るキ剤服用の有無の客観的証明K欠かせないし，さらUては動物種や個体問の発症の難易を攻める一つ

の重要な手掛りも与えるととが期待される。 4）キノ ホノレムの体内への吸収，その後の代謝過程と神

経その他への作用機構の研究も欠かせない。

以上のような研究目標をかかげ， しかも限られた予算をできるだけ効率よ〈使うためK，標識キノ

ホルムやピーグル犬のよう念高価念研究材料を共同購入する方法もとられた。そのためKある部会員

Kは自由な発意Kもとずいた研究が後廻しK1.lるようなととも生じたと思うが，幸K部会員の協力が

得られた。年度内K3回開かれた当部会の研究会にないて研究発表とならんで，研究方針や結果の整

理Kついても長時間討論された。

実験室内手段Kよって達成すべき第 lの目標はイヌ，ネコを用いて略々達せられたf
米その後本報告書ができあがるまでK，サノレとウサギtてついてもキ剤経口投与によ って脊髄のゴ

ノレ束に明らかな病変が発生したという発表があった。
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すなわちそれらの動物の神経の病理組織像は，人体スモンの定型的組織変化と同じ範噂K属する病変

と判断され，その投与法， 1日投与量，投与期間などKついても患者例とそれほどかけ離れた条件で

はないといってよかろう。第2の目標K対して標識キノホノレムが有効K使われて病変部への滞留など

注目すべき成果が得られたが，長期間Kわたる実験Kついては予算上も施設，技術の点でも制約があ

って問題が将来K残された。第3の目標Vてついては，有力友生化学的な らびK組織化学的証明法が開

発されて応用の道が開かれたのは大きな収種であった。第 4の目標に対する研究もすぐれた発想にも

とずいたデータが数多く発表された。 一方，中毒過程の追求K必要な基礎的知識の積上げの不足もな

ないきれず，すべての過程が早急Kは解明され左いとしても，原稿締切hの後Kも着々と成果があが

bつ込あるととはまと とK喜びドてたえない。

以 上
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